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規

則 

埼
玉
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

埼
玉
県
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大 

野 

元 
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埼
玉
県
規
則
第
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「 

」
及
び
備
考
を
削
る
。 

 

様
式
第
二
号
中
「 

」
及
び
備
考
４
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用

紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

㊞
 

㊞
 



 犯罪捜査のための通信傍受に関する法律に基づく傍受令状を請求することができる司法警察

員の指定に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する｡ 

令和４年３月18日 

                    埼玉県公安委員会委員長 加 村 啓 二 

埼玉県公安委員会規則第６号 

犯罪捜査のための通信傍受に関する法律に基づく傍受令状を請求することができる

司法警察員の指定に関する規則の一部を改正する規則 

 犯罪捜査のための通信傍受に関する法律に基づく傍受令状を請求することができる司法警察

員の指定に関する規則（平成12年埼玉県公安委員会規則第12号）の一部を次のように改正する。 

 第２号中「刑事部参事官」を「刑事部参事官（統括）」に改め、「刑事部組織犯罪対策局

長」の次に「、刑事部参事官兼生活安全部参事官」を加える。 

附 則 

この規則は、令和４年３月18日から施行する。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
三
号 

 
埼
玉
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
一
号
）
第
十
四
条

の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
埼
玉
県
立
長
瀞
玉
淀
自
然
公
園
の
特
別
地
域
内
に
お
け
る
行
為

の
許
可
基
準
の
特
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大

野

元

裕 

一 

許
可
基
準
の
特
例
を
適
用
す
る
地
域 

 
 

秩
父
郡
長
瀞
町
大
字
長
瀞
の
一
部
及
び
同
郡
同
町
大
字
井
戸
の
一
部 

 
 

な
お
、
当
該
地
域
を
表
示
し
た
図
面
は
、
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
、
埼
玉
県
秩
父
環 

 

境
管
理
事
務
所
及
び
長
瀞
町
役
場
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

二 

基
準
の
特
例 

 
 

一
の
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
行
為
に
係
る
埼
玉
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
規 

 

則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

ロ 

規
則
別
表
第
一
の
二
第
一
号
の
表
第
四
項
(13)
中
「 
 

 
 

 

」
と
あ
る
の
は
、
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
と
読
み
替
え
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 

ハ 

規
則
別
表
第
一
の
二
第
一
号
の
表
第
四
項
(14)
中
「 

 
 

 
 

」
と
あ
る
の
は
、
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
と
読
み
替
え
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 

ニ 

規
則
別
表
第
一
の
二
第
一
号
の
表
第
六
項
（６ )
中
「 

 
 

 
 

」
と
あ
る
の
は
、
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
と
読
み
替
え
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 

ホ 

規
則
別
表
第
一
の
二
第
一
号
の
表
第
六
項
(７)
中
「 

 
 

 
 

」
と
あ
る
の
は
、
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
と
読
み
替
え
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
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ー
ト
ル

 

第
二
種
特
別
地
域

 
４
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 
８
０
パ

 
セ
ン
ト
以
下

 

 

第
二
種
特
別
地
域

 
2
0
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 
４
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 

第
二
種
特
別
地
域

 
４
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 
８
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 

ー
ト
ル

 

３
メ

 

ー
ト
ル

 

５
メ
ー
ト
ル

 
３
メ
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規
則
別
表
第
一
の
二
第
一
号
の
表
第
四
項
(10)
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５
メ
ー
ト
ル

 
３
メ

 

「 
第
二
種
特
別
地
域

 
２
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 
４
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 

 

３
メ

 
５
メ
ー
ト
ル

 

５
メ
ー
ト
ル

 

と
読
み
替
え
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
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ー
ト
ル

 

と
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る
の
は
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項
(10)
中 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
あ
る
の
は
、 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
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用
す
る
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附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 第

二
種
特
別
地
域
内
に
お
け
る
敷
地
面
積
が

５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

 

１
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 

第
二
種
特
別
地
域
内
に
お
け
る
敷
地
面
積
が

５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
１
，
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
未
満

 

１
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 

第
二
種
特
別
地
域
内
に
お
け
る
敷
地
面
積
が

１
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

 

２
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 

」 
」 

と
読
み
替
え
て
同
項
の
規
定
を
適 

「 

第
二
種
特
別
地
域
内
に
お
け
る
敷
地
面
積
が

５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

 

１
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 
２

０
パ

ー
セ

ン

ト
以
下

 

第
二
種
特
別
地
域
内
に
お
け
る
敷
地
面
積
が

５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
１
，
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
未
満

 

１
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 
３

０
パ

ー
セ

ン

ト
以
下

 

第
二
種
特
別
地
域
内
に
お
け
る
敷
地
面
積
が

１
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

 

２
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 
４

０
パ

ー
セ

ン

ト
以
下

 

第
二
種
特
別
地
域

 
４
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 

「 

第
二
種
特
別
地
域

 
４
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 
８
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
四
号 

 
越
谷
市
か
ら
越
谷
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
五
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ヤ
オ
コ
ー
秩
父
大
野
原
店 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
市
大
字
大
野
原
六
百
八
十
二
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

代
表
取
締
役 
川
野
澄
人 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
脇
田
本
町
一
番
地
五 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

代
表
取
締
役 

川
野
澄
人 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
一
丁
目
十
番
地
一 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

代
表
取
締
役 

川
野
澄
人 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
脇
田
本
町
一
番
地
五 

外
二
者
未
定 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

代
表
取
締
役 

川
野
澄
人 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
一
丁
目
十
番
地
一 

外 

計
三
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
年
十
二
月
三
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
四
年
三
月
四
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
令
和
四
年
七
月
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 



 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 
対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 
意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
令
和
四
年
七
月
十
八
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
六
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ヤ
オ
コ
ー
秩
父
大
野
原
店 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
市
大
字
大
野
原
六
百
八
十
二
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

三
四
二
台 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

二
二
〇
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

面
積 

三
四
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

面
積 

三
六
九
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

午
前
九
時
か
ら
翌
午
前
零
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
大
創
産
業
、
株
式
会
社
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ 

午
前
九
時
か
ら
午
後 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
時 

（
変
更
後
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
四
十
五
分 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 

（
変
更
前
）
午
前
八
時
四
十
分
か
ら
翌
午
前
零
時
二
十
分
（
屋
上
駐
車
場
は
午
後
十
時
） 

 
 

 

（
変
更
後
）
午
前
八
時
四
十
分
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

（
変
更
前
）
午
前
二
時
か
ら
午
後
十
時 

（
変
更
後
）
午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
四
年
四
月
三
十
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
四
年
三
月
四
日 

二 

縦
覧
期
間 



 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
令
和
四
年
七
月
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
令
和
四
年
七
月
十
八
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
七
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ふ
じ
み
野 

 
 

 

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
福
岡
二
丁
目
千
五
百
番
七
十
四
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
七
九
七
台 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
二
八
四
台 

 
 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
四
年
十
一
月
五
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
四
年
三
月
四
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
令
和
四
年
七
月
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
令
和
四
年
七
月
十
八
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
八
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

三
井
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク 
ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見 

 
 

 

埼
玉
県
富
士
見
市
山
室
一
丁
目
七
百
四
十
二
番
地
四
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

二
〇
〇
〇
台 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

二
〇
〇
〇
台 

 
 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
四
年
十
一
月
五
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
四
年
三
月
四
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
令
和
四
年
七
月
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
令
和
四
年
七
月
十
八
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
九
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

オ
ー
ケ
ー
新
座
店
新
築
工
事 

 

 
 

 

埼
玉
県
新
座
市
北
野
三
丁
目
百
二
十
一
番
地
三
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 
 

 
 

令
和
四
年
二
月
二
日
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
地
元
説
明
会
資
料

交
通
に 

 
 

 

関
す
る
事
項
に
つ
い
て 

 
 

 
 

説
明
の
際
に
、
店
舗
来
店
経
路
及
び
退
店
経
路
に
つ
い
て
、
誘
導
看
板
等
は
設
置
せ
ず
、 

 
 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
チ
ラ
シ
に
て
周
知
す
る
と
の
話
で
し
た
が
、
そ
の
内
容
で
の
周
知
は 

 
 

 

難
し
い
と
考
え
ま
す
。 

 
 

 
 

ま
た
、
残
念
な
が
ら
説
明
会
で
の
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
の
回
答
内
容
を
聞
い
て 

 
 

 

い
る
限
り
で
は
来
店
者
に
入
退
店
ル
ー
ト
を
確
実
に
守
ら
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら 

 
 

 

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

 
 

店
舗
北
側
の
道
路
は
大
変
狭
く
対
向
車
が
来
た
場
合
、
ど
ち
ら
か
が
譲
ら
な
け
れ
ば
通 

 
 

 

行
が
困
難
な
状
況
で
す
。 

 
 

 
 

そ
こ
に
、
当
該
店
舗
へ
の
車
両
が
通
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
交
通
が
混
乱
し
て 

 
 

 

し
ま
い
ま
す
の
で
、
左
記
を
要
望
し
ま
す
。 

 
 

 

⑴ 

御
社
指
定
入
店
経
路
及
び
退
店
経
路
以
外
の
経
路
を
使
わ
な
い
よ
う
徹
底
し
て
く
だ 

 
 

 
 

さ
い
。 

 
 

 

⑵ 

指
定
外
ル
ー
ト
、
北
側
道
路
か
ら
進
入
し
た
車
両
は
絶
対
駐
車
場
に
入
庫
さ
せ
な
い 

 
 

 
 

で
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

⑶ 

駐
車
場
へ
の
入
庫
、
駐
車
場
か
ら
の
出
庫
に
つ
い
て
は
必
ず
指
定
の
方
向
（
右
折
） 

 
 

 
 

に
出
入
庫
す
る
よ
う
警
備
員
を
配
置
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

⑷ 

満
車
時
、
路
上
で
車
両
を
待
機
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

⑸ 

満
車
時
、
南
側
か
ら
駐
車
場
入
り
口
ま
で
侵
入
す
る
と
北
側
道
路
に
逃
げ
る
し
か
な 

 
 

 
 

く
な
る
の
で
、
サ
ン
ケ
ン
通
り
を
直
進
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

⑹ 

最
低
で
も
、
下
記
地
図
（
地
図
省
略
）
に
印
を
し
た
交
差
点
に
お
い
て
は
常
時
警
備 



 
 

 
 

員
等
を
配
置
し
、
当
該
ル
ー
ト
で
は
店
舗
に
入
店
で
き
な
い
旨
告
知
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

⑺ 

そ
の
他
の
ル
ー
ト
外
か
ら
進
入
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
そ
う
い
う
事
態
に 

 
 

 
 

な
っ
た
場
合
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
明
確
な
回
答
を
く
だ
さ
い
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
令
和
四
年
四
月
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、 

上
里
幹
線
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届

出
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 

住 
 

所 

 

理
事 

山 

﨑 

正 

弘 
 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
大
字
新
里
五
百
六
十
四
番
地
一 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、 

元
荒
川
上
流
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
に
就
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 

理
事 

 

髙 

橋 

明 

雄 
 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
下
池
守
四
百
七
十
一
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号 

 
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

家
畜
又
は
そ
の
死
体
の
所
有
者
に
対
し
、
同
項
に
規
定
す
る
監
視
伝
染
病
の
検
査
を
次
の
と
お
り

受
け
る
こ
と
を
命
ず
る
。 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

実
施
の
目
的 

牛
の
ブ
ル
セ
ラ
症
、
結
核
、
ヨ
ー
ネ
病
、
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
、
ア
カ
バ
ネ
病
、
牛
ウ
イ
ル

ス
性
下
痢
及
び
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
、
馬
の
馬
伝
染
性
貧
血
及
び
馬
パ
ラ
チ
フ
ス
、
め
ん
羊
及

び
山
羊
の
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
、
豚
の
豚
熱
、
ア
フ
リ
カ
豚
熱
、
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
及
び
豚
繁

殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群
、
家
き
ん
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
並
び
に
蜜
蜂
の
腐
蛆そ

病
の
発
生
の
予
防
及
び
予
察 

二 

実
施
す
る
区
域 

 
 

県
内
全
域 

三 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
又
は
そ
の
死
体
の
種
類
及
び
範
囲 

 

イ 

ブ
ル
セ
ラ
症
、
結
核
、
ア
カ
バ
ネ
病
、
牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
及
び
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫 

 
 

 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
牛
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要
と

認
め
る
も
の 

 

ロ 

ヨ
ー
ネ
病 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
牛
の
う
ち
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農

林
省
令
第
三
十
五
号
。
ハ
⑵
及
び
五
の
ハ
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
二
項

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
牛
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長

が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 

ハ 

伝
達
性
海
綿
状
脳
症 

⑴ 

牛
海
綿
状
脳
症
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
の
対
象
と
な
る
牛
の
死
体
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生

所
の
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

⑵ 

省
令
第
九
条
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
め
ん
羊
又
は
山
羊
の
死
体
で
そ
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 

ニ 

馬
伝
染
性
貧
血
及
び
馬
パ
ラ
チ
フ
ス 

 
 

 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
馬
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要
と

認
め
る
も
の 

 

ホ 

豚
熱
及
び
ア
フ
リ
カ
豚
熱 



 
 

⑴ 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
豚
及
び
い
の
し
し
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生

所
の
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 
 

⑵ 

県
内
で
捕
獲
し
、
又
は
死
亡
し
た
野
生
の
い
の
し
し 

 

ヘ 
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
及
び
豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群 

 
 

 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
豚
及
び
い
の
し
し
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所

の
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 

ト 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

 
 

 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
家
き
ん
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必

要
と
認
め
る
も
の 

 

チ 

腐
蛆そ

病 

 
 

 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
蜜
蜂
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要

と
認
め
る
も
の 

四 

実
施
の
期
日 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
実
施
の
対
象
と
な

る
家
畜
若
し
く
は
そ
の
死
体
の
所
在
地
又
は
野
生
の
い
の
し
し
の
捕
獲
若
し
く
は
死
亡
場
所
を

管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
の
定
め
る
日 

五 

検
査
の
方
法 

 

イ 

ブ
ル
セ
ラ
症 

 
 

⑴ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ロ 

結
核 

 
 

⑴ 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ハ 

ヨ
ー
ネ
病
及
び
伝
達
性
海
綿
状
脳
症 

 
 

 

省
令
別
表
第
一
に
定
め
る
方
法 

 

ニ 

ア
カ
バ
ネ
病
及
び
牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢 

 
 

⑴ 

中
和
試
験
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ホ 

牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫 

 
 

⑴ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

へ 

馬
伝
染
性
貧
血 

 
 

⑴ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑵ 

寒
天
ゲ
ル
内
沈
降
反
応
検
査 



 
 

⑶ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ト 

馬
パ
ラ
チ
フ
ス 

 
 

⑴ 

凝
集
反
応
検
査 

 
 

⑵ 
そ
の
他
の
検
査 

 

チ 

豚
熱 

 
 

⑴ 

臨
床
検
査 

 
 

⑵ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑶ 

そ
の
他
の
検
査 

 

リ 

ア
フ
リ
カ
豚
熱 

 
 

⑴ 

臨
床
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ヌ 

オ
ー
エ
ス
キ
ー
病 

 
 

⑴ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑵ 

ラ
テ
ッ
ク
ス
凝
集
反
応
検
査 

 
 

⑶ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ル 

豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群 

 
 

⑴ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ヲ 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

 
 

⑴ 

ウ
イ
ル
ス
分
離
検
査 

 
 

⑵ 

血
清
抗
体
検
査 

 
 

⑶ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ワ 

腐
蛆そ

病 

 
 

⑴ 

臨
床
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

六 

そ
の
他 

 
 

実
施
に
関
す
る
細
目
に
つ
い
て
は
、
実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
若
し
く
は
そ
の
死
体
の
所
在

地
又
は
野
生
の
い
の
し
し
の
捕
獲
若
し
く
は
死
亡
場
所
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
の

指
示
に
よ
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
三
号 

 
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

豚
及
び
い
の
し
し
の
所
有
者
に
対
し
、
次
の
と
お
り
実
施
す
る
監
視
伝
染
病
の
注
射
を
受
け
る
こ

と
を
命
ず
る
。 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大

野

元

裕 

一 

実
施
の
目
的 

 
 

豚
熱
の
発
生
の
予
防 

二 

実
施
す
る
区
域 

 
 

県
内
全
域 

三 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
豚
及
び
い
の
し
し
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の 

 

長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

四 

実
施
の
期
日 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
家
畜
の
所
在 

 

地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
の
定
め
る
日 

五 

注
射
の
方
法 

 
 

皮
下
又
は
筋
肉
内
注
射 

六 

そ
の
他 

 
 

実
施
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
畜
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
の
指 

 

示
に
よ
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
四
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
四
年
三
月
九
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

手
子
林
第
三
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

羽
生
市 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
五
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
川
越
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

川
越
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量(

三
級
基
準
点
測
量 

一
点
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
川
越
市
大
字
大
仙
波
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
四
年
三
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
六
号 

 
令
和
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
十
二
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
四
年
二
月
二
十
八
日

終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
七
号 

 
令
和
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
十
三
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
四
年
二
月
二
十
八
日

終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
八
号 

 
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の

で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

作
業
種
類 

 
 

基
本
測
量
（
電
子
国
土
基
本
図
（
地
図
情
報
）
修
正
） 

二 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
全
域 

三 

作
業
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号 

 
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の

で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

作
業
種
類 

 
 

基
本
測
量
（
国
土
広
域
情
報
修
正
） 

二 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
全
域 

三 

作
業
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
号 

 
令
和
四
年
埼
玉
県
告
示
第
百
六
十
五
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
四
年
二
月
十
四
日
終

了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号 

 
令
和
三
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
八
十
八
号
で
公
示
し
た
基
本
測
量
は
、
令
和
四
年
二
月
二
十
八

日
終
了
し
た
旨
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号 

 
令
和
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
四
年
二
月
十
日
終
了
し
た

旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
志
木
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号 

 
令
和
三
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
三
十
二
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
四
年
三
月
十
五
日

終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
日
高
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
二
一
―
十
二
―
〇
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
大
字
下
栢
間
字
下
在
来
八
百
四
十
四
番
一
他 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

一
万
五
千
五
百
三
十
六
立
方
メ
ー
ト
ル 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号 

 
久
喜
市
か
ら
久
喜
都
市
計
画
ご
み
焼
却
ご
み
処
理
場
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受

け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計

画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号 

 
狭
山
市
か
ら
狭
山
都
市
計
画
汚
物
処
理
場
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号 

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
久

喜
市
か
ら
久
喜
都
市
計
画
事
業
栗
橋
駅
西
（
栗
橋
地
区
）
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
換
地
処

分
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
つ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
八
号 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
川
越
市
仙
波
町
四
丁
目
二
十
七
番
地
六
十
一 

對
崎 

尚
也 

二 

取
消
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
五
日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
九
号 

 
神
川
町
か
ら
児
玉
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
下
水
道
局
下
水
道
事
業
課
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

所
沢
狭
山
線 

三 

道
路
の
区
域 



 
新 旧 

旧
新
別 

所
沢
市
向
陽
町
二
一
八
二
番
三
地
先

か
ら
同
市
岩
岡
町
六
五
五
番
一
地
先

ま
で 

区 
 

 

間 

 
 

八
・
二
六
～ 

 
 

 
 

 

一
一
・
三
〇 

 

 
 

八
・
〇
四
～ 

八
・
二
六 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
四
九
・
九
〇 

延 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

交
差
点
改
良
事
業
に
よ

る
。 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ 

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 
 

 



 

  

所
沢
狭
山
線 

  

路 
 

線 
 

名 

所
沢
市
向
陽
町
二
一
八
二
番
三
地
先
か
ら

同
市
岩
岡
町
六
五
五
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
付
け
埼
玉

県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第

七
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の

供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
一
四
九
・
九
〇
メ
ー
ト
ル 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

多 

田 

邦 

彦 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

大
野
東
松
山
線 

三 

道
路
の
区
域 



 
新 旧 

旧
新
別 

比
企
郡
と
き
が
わ
町
大
字
西

平
字
曲
玉
谷
二
九
〇
一
番
一

地
先
か
ら
同
郡
同
町
大
字
西

平
字
曲
玉
谷
二
九
〇
三
番
一

地
先
ま
で 区 

 

間 

一
四
・
〇
一
～
三
九
・
九
六 

一
三
・
七
〇
～
二
九
・
七
五 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

五
六
・
三
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

災
害
防
除
事
業
に
よ
る 

 

備 
 

考 

 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

科 

昭 

宏 
 

 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

越
谷
野
田
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
新 旧 

旧 
新 
別 

北
葛
飾
郡
松
伏
町
大
字
松
伏
字
河

原
町
三
〇
九
四
番
一
地
先
か
ら 

同
郡
同
町
大
字
松
伏
字
河
原
町
三

一
二
七
番
三
地
先
ま
で 

区 
 

間 

 

二
五
・
〇
〇
～ 

 
 

 
 

 
 

二
六
・
六
八 

 

二
五
・
〇
〇
～ 

 
 

 
 

 
 

二
五
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
二
九
・
五
三 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

平
成
二
十
年
十
二
月
五
日
付

け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事

務
所
長
告
示
第
三
十
五
号
で

告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の

変
更
で
あ
る
。 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

科 

昭 

宏 
 

 

     



     

 

県
道
越
谷
野
田
線 

路 
 

線 
 

名 

北
葛
飾
郡
松
伏
町
大
字
松
伏
字
河
原
町
三
〇
六
二
番
一
地

先
か
ら
同
郡
同
町
大
字
松
伏
字
河
原
町
三
〇
六
二
番
一
地

先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
年
十
二
月
五
日

付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整

備
事
務
所
長
告
示
第
三
十

五
号
で
告
示
し
た
道
路
予

定
区
域
の
一
部
供
用
開
始

で
あ
る
。
延
長
一
〇
・
四
二

メ
ー
ト
ル 備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

科 

昭 

宏 

 
 

 
 

     



     

  

 

県
道
加
藤
平
沼
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

 

吉
川
市
栄
町
七
二
七
番
一
地
先
か
ら 

同
市
栄
町
七
一
一
番
一
地
先
ま
で 

  
供
用
開
始
の
区
間 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
三
年
六
月
三
日
付
け

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所

長
告
示
第
十
八
号
に
お
け
る
道

路
予
定
区
域
の
一
部
供
用
開
始

で
あ
る
。
延
長
九
七
・
〇
〇
メ
ー

ト
ル 

   

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

科 

昭 

宏 
 

 
 

     



     

 

県
道
野
田
岩
槻
線 

路 
 

線 
 

名 

春
日
部
市
大
枝
字
屋
敷
前
六
六
七
番
一
〇
地
先
か
ら 

同
市
大
畑
字
前
一
七
九
番
三
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整

備
事
務
所
長
告
示
第
十
号

で
告
示
し
た
道
路
予
定
区

域
の
一
部
供
用
開
始
で
あ

る
。
延
長
一
二
二
・
六
〇
メ

ー
ト
ル 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 

勝 

也 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

幸
手
境
線 

三 

道
路
の
区
域 

  
 



 

旧
新
Ｂ 

 旧
Ａ 

 

旧 

新 

別 

幸
手
市
東
四
丁
目
一
五
三
七
番
一
地
先
か

ら
同
市
大
字
権
現
堂
字
安
面
五
一
五
番
四

地
先
ま
で 

幸
手
市
北
二
丁
目
三
一
一
番
四
地
先
か
ら

同
市
大
字
権
現
堂
字
柳
原
一
一
四
〇
番
三

七
地
先
ま
で 区 

 
 
 
 
 

間 

 

一
六
・
二
七
～ 

 
 
 

四
五
・
五
五 

 七
・
五
〇
～ 

 
 
 

八
・
三
五 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

三
一
四
・
八
〇 

 

七
八
六
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
付
け
で
旧
Ａ
は
、
幸

手
市
に
引
き
継
ぐ
。 

備 
 
 
 
 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
一
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

島 
 

 

勝 

一 

許
可
番
号 

 
 

令
和
二
年
十
月
十
二
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
〇
二
〇
一
〇
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
四
日 

 
 

川
建
セ
第
〇
三
〇
二
八
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
大
字
大
橋
字
橋
場
二
百
八
十
五
番
三
、
二
百
八
十
六
番
四 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
鴻
巣
市
宮
地
二
丁
目
六
番
十
号 

ハ
イ
ツ
宮
地
一
〇
二 

 
 

福
嶋 

佐
智
雄 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
七
号 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

髙 

田 

直 

芳 

一 

日
時 

 
 

令
和
四
年
三
月
二
十
三
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

イ 

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ロ 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ハ 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ニ 

埼
玉
県
い
じ
め
問
題
調
査
審
議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

 

ホ 

そ
の
他 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
八
号 

 
埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

髙 

田 

直 

芳 
 

 
 

  

 

 

有
形
民
俗

文
化
財 

種 

類 

横
瀬
の
人
形
芝
居
舞
台 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
式 

名
称
及
び
員
数 

埼
玉
県
秩
父
郡
横
瀬
町
大

字
横
瀬
六
千
百
十
番
地 

 

所 

在 

地 

若
林
新
一
郎 

所
有
者 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
九
号 

 
埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
埼
玉
県
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

髙 

田 

直 

芳 
 

 
 

  

 

 

古
文
書 

種 

類 

北
爪
文
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
五
点 

名
称
及
び
員
数 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町

大
字
鉢
形
二
千
四
百
九

十
六
番
地
二 

所 

在 

地 

寄
居
町

（
鉢
形
城

歴
史
館
） 

所
有
者 

（
管
理
者
） 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
号 

 
埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
埼
玉
県
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

髙 

田 

直 

芳 
 

 
 

  

 

 

考
古
資
料 

種 

類 

三
ツ
和
遺
跡
出
土
木
簡 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
点 

 

附 

井
戸
枠
十
点 

 
 

 

須
恵
器
坏
一
点 

 
 

 

須
恵
器
及
び
土
師
器
残
欠
十
点 

 
 

 

木
簡
を
除
く
井
戸
枠
補
強
材
三
十
一
点 

名
称
及
び
員
数 

埼

玉

県

川

口

市

本

町

一

丁

目

十

七
番
一
号 

      

所
在
地 

川
口
市
（
川
口

市
立
文
化
財
セ

ン
タ
ー
） 

 

所
有
者 

（
管
理
者
） 
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